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平
成
30
年
度
ス
タ
ー
ト 

 
 
 い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
盲
学

校
で
す
。
今
年
度
も
地
域
の
皆
様
に
学
校
の

様
子
等
を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
度
は
、
幼
稚
部
１
名
、
中
学
部

１
名
、
高
等
部
普
通
科
１
名
、
高
等
部
保
健
理

療
科
１
名
の
入
学
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
部
２
年
生
に
１
名
の
転
校
生
が
あ
り
、
総

勢
21
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

教
職
員
で
は
、
人
事
異
動
に
伴
い
４
名
が

退
職
、
学
校
長
を
含
め
９
名
の
教
職
員
が
他

校
へ
の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
学
校

長
、
事
務
長
は
じ
め
10
名
が
着
任
し
ま
し
た
。 

   

着
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八 

木 

千 

晶 

 

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

高
知
県
立
盲

学
校
に
４
月
よ
り
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

八
木
千
晶
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
30
年
度
本
校
は
、
幼
稚
部
１
名
の
幼

児
、
小
学
部
６
名
の
児
童
、
中
学
部
５
名
、
高

等
部
普
通
科
４
名
、
高
等
部
保
健
理
療
科
２
名
、

専
攻
科
理
療
科
３
名
の
生
徒
の
計
21
名
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
創
立
90
周
年
と
い
う
節
目
の
年

に
当
た
り
、
本
校
の
盲
学
校
と
し
て
果
た
す
使

命
・役
割
に
つ
い
て
、
在
籍
幼
児
児
童
生
徒
の
実 

態
や
地
域
・社
会
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
今
一 

     度
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し

て
い
ま
す
。 

 

「
笑
顔
」 

「夢
」 

「感
動
」 

溢
れ
る
学
校
、
地

域
の
皆
様
が
応
援
し
が
い
の
あ
る
学
校
を
目
指

し
、
教
職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
全
力
で
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
本
校
の
教
育

に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
転
出
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮 

地 

暁 

男 

 

盲
学
校
の
使
命
は
、
幼
児
児
童
生
徒
の
健

や
か
な
成
長
と
進
路
実
現
を
第
一
と
す
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
周
辺

地
域
の
皆
さ
ん
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
を
巡

ら
せ
た
４
年
間
で
し
た
。
そ
の
思
い
が
一
歩

前
に
進
み
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
を
受
け
る

に
至
っ
た
こ
と
は
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
今

後
も
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
災
害
時
に
限
ら
ず
、
ふ
だ
ん
か
ら
盲

学
校
が
地
域
に
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

今
、
私
は
四
万
十
川
の
畔
に
あ
る
、
中
村
特

別
支
援
学
校
（
児
童
生
徒
数
98
名
、
教
職
員

99
名
）
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
も 

地
域
域
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
そ
し

て
幡
多
の
文
化
を
味
わ
い
な
が
ら
、
精
一
杯

力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

盲
学
校
の
幼
児
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
の

皆
様
、
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
、
さ
ら
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

   一
．
目
指
す
学
校
像 

 
 

「
入
学
し
て
良
か
っ
た
、
入
学
さ
せ
て
良
か 

っ
た
、
働
い
て
良
か
っ
た
学
校
に
な
る
」 

①
一
人
一
人
が
確
か
な
学
力
と
専
門
的
技
術

を
身
に
付
け
、
社
会
参
加
と
自
立
に
向
け
て

学
ぶ
意
欲
を
持
て
る
学
校 

②
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し

て
学
習
・
生
活
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
学

校 ③
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
視
覚
障
害
教

育
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
有
す
る
学
校 

④
教
職
員
一
人
一
人
が
教
育
公
務
員
と
し
て

の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
幼
児
児
童
生
徒
、
保 

護
者
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校 

 

二
．
目
指
す
幼
児
児
童
生
徒
像 

「
主
体
的
に
学
習
、
行
動
で
き
る
幼
児
児
童

生
徒
」 

①
「
ま
な
ぶ
」 

自
ら
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
幼
児
児
童
生
徒 

②
「
あ
ゆ
む
」 

自
ら
障
害
に
向
き
合
い
、
自

己
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
行
動
で
き
る
幼 

 
 

 
 

 
 

 
 

児
児
童
生
徒 

③
「
つ
な
が
る
」 

周
り
の
仲
間
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
社
会
参
加
で
き
る
幼
児
児

童
生
徒 

 

三
．
重
点
取
組
項
目 

【
専
門
性
の
向
上
】 

①
授
業
実
践
力
、
指
導
力
の
向
上
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
」
及
び
「
視
覚
障
害
の

あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
困
難
さ
の
状
態
に
対
す

る
手
立
て
の
工
夫
」
を
視
点
に
置
い
た
授
業
改

善
に
努
め
、
学
校
全
体
の
授
業
力
・
指
導
力
の
向

上
を
図
る
。 

②
視
覚
障
害
教
育
に
お
け
る
専
門
性
の
向
上 

 
 

 

「
歩
行
指
導
」「
点
字
指
導
」「
情
報
教
育
」「
生

活
技
術
」「
弱
視
教
育
」「
寄
宿
舎
教
育
」
の
各
分

野
に
お
い
て
、
専
門
性
の
維
持
・
継
承
を
行
う
た

め
、
キ
ャ
リ
ア
、
学
部
、
職
種
を
超
え
た
人
材
育

成
を
進
め
る
。 

【
視
覚
障
害
教
育
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実(

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
）】 

①
将
来
の
自
立
と
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
一
貫

し
た
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、
本
校
の
キ
ャ

リ
ア 

②
教
育
の
視
点
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
全

体
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
学
校
全
体
で

の
取
組
を
進
め
る
。 

【
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
充
実
】 

視
覚
障
害
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
重
点
取
組

項
目
を
設
定
し
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
セ

ン
タ
ー
的
機
能
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。 

（
地
域
支
援
・
相
談
） 

早
期
教
育
（
０
、
１
、
２
歳
）
対
象
者
の
開
拓

と
乳
幼
児
支
援
の
充
実 

（
理
解
啓
発
） 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催
に
よ
る
理
解
啓
発

の
推
進 

（
自
立
活
動
） 

教
材
、
指
導
方
法
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実

と
活
用
の
促
進 

（
進
路
指
導
） 

視
覚
障
害
児
・
者
の
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
・
発
信 

【
地
域
と
連
携
し
た
学
校
安
全
の
推
進
】 

福
祉
避
難
所
運
営
へ
の
取
組
を
通
し
て
、
地

域
と
の
連
携
を
深
め
、
災
害
時
に
助
け
合
え
る

関
係
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
校
内
の
危

機
管
理
体
制
を
更
に
充
実
さ
せ
る
。 

 

 

 

平
成
30
年
３
月
１
日
に
、
災
害
発
生
時
に

お
い
て
、
一
般
の
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難

な
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
そ
の
他
の
特
に

配
慮
を
要
す
る
者
（
幼
配
慮
者
）
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
つ
い

て
、
高
知
県
教
育
委
員
会
と
高
知
市
と
の
間

で
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
、
地
域
の
皆
様
と
近
隣
の
学
校
等

と
連
携
を
取
り
、
福
祉
避
難
所
運
営
の
役
割

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
災
害
時
に
備
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

平
成
29
年
度
は
、
小
学
部
１
名
、
高
等
部 

普
通
科
２
名
、
高
等
部
保
健
理
療
科
１
名
、
高

等
部
専
攻
科
理
療
科
１
名
が
学
び
舎
を
巣
だ

っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

小
学
部
卒
業
生
は
本
校
中
学
部
へ
、
高
等

部
普
通
科
卒
業
生
の
１
名
は
高
知
県
職
員
に

採
用
、
１
名
は
県
外
の
障
害
者
支
援
施
設
へ

入
所
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
家
試
験
に
見
事

合
格
し
ま
し
た
保
健
理
療
科
、
専
攻
科
理
療

科
の
２
名
の
う
ち
、
１
名
は
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
、
１
名
は
治

療
院
開
業
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
職
場
で
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

５
月
２
日 

校
内
弁
論
大
会 

５
月
19
日
・
27
日 

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

６
月
２
日 

運
動
会 

６
月
７
日 

中
国
四
国
地
区
盲
学
校
弁
論
大
会 

７
月
20
日
～
22
日 

中
四
国
地
区
盲
学
校
体

育
大
会 

７
月
27
日 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
幼
小
） 

８
月
４
日 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル 

そ
の
他 

火
災
避
難
訓
練
、
校
外
臨
床
実
習 

  
 

 
 

   

 入学式、始業式 

・身体測定、体力測定 

・生徒総会 

・参観日・ＰＴＡ総会 

・新入生歓迎遠足（中高） 

・中間テスト 

・運動会 

・防災避難訓練（火災） 

・高知県障害者スポーツ大会 

発 行 所 
高知県立盲学校 
高知市大膳町 6-32 
TEL 088-823-8721 

mo-s@kochinet.ed.jp 
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知

 

盲

 

新

 

聞 

福
祉
避
難
所
の
指
定
を
受
け
る
！ 

お 知 ら せ 

寄宿舎及び学校の工事について 

（１）寄宿舎 

・平成 30 年 10 月頃 自活訓練等の解体 

・平成 31 年度 病弱特別支援学校の新築工事 

・平成 32 年度 盲学校寄宿舎改修 

（改修期間中は、病弱特別支援学校の舎を利用） 

（２）学校 

・平成 30 年度 校舎南側、グラウンド西側の 

ブロック塀の改修 

・平成 31 年度 体育館天井等の改修（６カ月） 

 

平
成
30
年
度
学
校
経
営
計
画 

平
成
29
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況 

１
学
期
の
主
な
行
事
（
５
月
～
） 


